
- 1 -

令和５年度 うるま市立伊波中学校

学校便り 和敬・自立 第２号 発行：校長 仲宗根政人
〒904ｰ1111 うるま市石川東恩納978ｰ1 ℡：098ｰ965ｰ3384 令和５年 ５月12日（金）

イハベル

新型コロナウイルス感染症の影響で、３年間実施できなかった新

入生歓迎球技大会。５月２日に実施することができました。

この歓迎球技大会を実施するために、とても大切なねらいが５つあり

ました。そのことを開会式で全校生徒で確認しました。

①生徒会が主催し運営すること。

②新入生が生徒会員として自覚を持つこと。

③全生徒が主体的にこの行事に取り組むこと。

④学級のチームワークを深め、学校全体の親睦を深めること。

⑤生徒会役員が中心となり、各学級のリーダーを育てること。

生徒会役員を中心として各専門委員会の皆さんが計画から準備ま

で取り組んでくれました。さらに、各学級では選手決めなど、久しぶり

の生徒会行事に向けての学級活動でした。大会当日の天気は快

晴。熱中症も心配されましたが、適切な水分補給も行い、全校生

徒がひとつになって楽しむことができました。

担任も円陣の中へ 力強い投球！

５月９日（火）３校時に、沖縄県警察

本部、生活安全部少年課の安次嶺さ
んを講師にお招きし、体育館にて薬物

乱用防止教室を全校生徒対象に行い
ました。新聞報道等にもあるとおり、若

年層の薬物汚染が広まっていて、懸念
されるとのことです。今後も学校では薬

物乱用防止について学んでいきます
が、ぜひご家庭でも話題にしていただ

き、薬物から子ども達を守っていただくようお願いします。

今年度、本校の生徒、保護者の皆様の様々な相談にのっていただけ

る方々です。自己紹介と業務内容等をご紹介します。

○スクールカウンセラー（ＳＣ）
伊波中学校でSCをして４年目になります。私の仕事は子どもも大人も

自分らしく生きられるようにお手伝いをすることです。中学生の時期は友人
や家族関係に悩んで頭の中がゴチャゴチャになったり、気持ちが落ち着

かないことも多くなるのではないかと思います。そんなときにぜひ気軽に相

談してほしいです。１人で抱えているよりも、もっと良い選択肢が見つかり
ます。相談室で待ってます。

○スクールソーシャルワーカー（ＳＳＷｒ）
今年度から、スクールソーシャルワーカー（ＳＳＷｒ）として、伊波中（月水

木金）、伊波小（火）に、子ども達や保護者の方々に対して支援・相談・
情報提供・専門機関への紹介等を行っております。お気軽にお声かけ下

さい。よろしくお願いします。
○支援員

うるま市教育支援センターより支援員として伊波中学校に配属されてい
ます。不登校ではないが、教室には入れない生徒の見守り、登下校支

援、校外パトロールなどを行っています。今年度もよろしくお願いします。

○地域学校協働活動推進員（地域ＣＤ）
地域ＣＤとして５年目、子どもたちのために地域へボランティアの協力を

呼びかけています。放課後子ども教室、生徒の見守り、三線教室、放
課後学習教室、伝統芸能体験（伊波メンサー織）、美化作業、畑作

り、読み聞かせ等たくさんのボランティアの皆様に協力いただき感謝で
す。これからもよろしくお願いします。

外野からの投球！ 作戦タイム

グラウンドにてドッジボール久しぶりのラジオ体操

生徒代表のお礼の言葉：（２年）

今日の授業を通して学んだこと・わかったこ

とは２つあります。１つ目は未成年のうちにタバ

コ、お酒から始まり、違法薬物の使用に繋が

ることに驚きました。タバコ・お酒そのものだけ

が危険ではなくて、違法薬物使用に繋がる

危険性があると分かりました。２つ目は一度使

用しただけで意識が正常でなくなり、手足が

言うことをきかなくなったりしたことに衝撃を受け

ました。違法薬物は絶対に使用してはいけな

い理由を知りました。今日は違法薬物の危険

性、中毒性について教えていただきありがとうございました。

あいさつする生徒代表


